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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はOX-2膜糖タンパク質の受容体をコードします。受容体と基質はともに細胞表面糖タンパク質であり、2つの免疫グロブリン様ドメインを有します。この受容体は骨髄系細胞の表面に局在し、受容体-基質相互作用は骨髄系のダウンレギュレーションシグナルとして機能する可能性があります。関連遺伝子を用いたマウス研究では、この相互作用が組織特異的に骨髄系機能を制御する可能性が示唆されています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：CD200/OX2細胞表面糖タンパク質の受容体。 HHV-8 K14ウイルスCD200ホモログにも、宿主CD200と同一の親和性および動態で結合します。,PTM:アイソフォーム2および/またはアイソフォーム4の成熟型は、対応するアイソフォームの配列位置27から始まります。,類似性:CD200Rファミリーに属します。,類似性:1つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,類似性:1つのIg様V型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,サブユニット:ヒトヘルペスウイルス8型vOX2タンパク質と相互作用します。,組織特異性:顆粒球、単球、ほとんどのT細胞、好中球、好塩基球、およびNK細胞、NKT細胞、B細胞のサブセット（タンパク質レベル）で発現します。骨髄、リンパ節、脾臓、肺、肝臓、脊髄、腎臓で発現します。単球由来樹状細胞および肥満細胞で発現します。
	研究分野
	シグナル伝達; シグナル伝達経路; Gタンパク質シグナル伝達; GPCR; 代謝; 疾患の種類; 肥満; 神経科学; 神経伝達; 受容体/チャネル
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	MOX2R抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	OX2Rポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	OX2Rポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット解析

